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１、はじめに 

 

「メモを取る」、この人間にとって自然な行動を来る

ユビキタス社会において「いつでもどこでも」メモが取

れるという、人間の活動のさらなる拡張を可能にする

ということが次世代メモシステム"Putto"の開発モチベ

ーションである。本稿ではカメラ付き携帯電話を利用

して取る、場所に依存した「メモ」を取ることによって生

まれる、よりスマートなコミュニケーションシステムの開

発について述べる。 

２、Putto の概要 

Putto は「ユビキタスな筆記用具としての携帯電話」

を利用し「場所にメモを残す」ことによって可能になる、

よりスマートな情報の利用や「コミュニケーションの発

展」を目指す。以下にその三点の詳細を述べる。 

 

 

・メモをとる筆記用具としての携帯電話 

 

昨今のカメラ付き携帯電話の普及は、人々がより手

軽に写真を取ることを可能にした。その場で撮った写

真を友人にe-mailで送り、見せ合って楽しむ。手軽に

情報を手に入れ利用する、これはメモ以外の何物で

もない。また急速に普及が進みつつある RFID などの

Auto-ID 技術により、全てのモノがメタデータを付与さ

れる未来が現実になりつつある。Putto は写真を撮る

ことと同時にモノについたメタデータをも取得できる、

万能の筆記用具としての携帯電話が存在する社会を

想定して開発を進めた。メタデータを取得することに

より、人が事前の知識無しにそのモノについての情報

を得ることが出来、さらにメモという形で人が情報を加

えることによりより豊かで利用価値の高い情報を生み

出すことが出来る。 

 

・場所にメモを残す 

 

Putto は場所に情報を置くというアイディアを提案

する。このアイディアによって、人がその場所にいるこ

とによって価値が生まれるリアルな情報を手に入れ、

行動の中で情報を忘れずに見るといったことが可能

になる。具体的には、ユーザーが場所を移動すること

により Putto を構成する携帯アプリケーション画面に

特定の情報を表示する。ユーザー本人が置いたメモ

だけでなく、他のユーザーにより置かれたものも自由

に閲覧することが可能である。このような Putto の利用

により環境の中に情報を埋め込み、自然な行動の中

でメモを利用することが出来る。 

 

・メモによるコミュニケーションの発展 

 

Putto を利用した多くのメモが場所に置かれるよう

になると、そのメモを利用して場所の情報を取得する

という流れが生まれる。Putto を利用することにより、

「隠れた名店」のような口コミ的な利用や、その日、そ

の場所でしか存在しないアドホックなコミュニティの形

成を行うことも可能である。Putto を利用したメモにより

ユーザーが新たな情報に出会い、そこでまたメモを残

していくというような、メモを媒介として連鎖的な情報

のやりとり、コミュニケーションを生み出す。 

 

 

３、設計と技術的アプローチ 

Putto の中で取られたメモが場所に置かれ、利用さ

れるシステムの設計を行った。まず、ユーザーの現在

地を取得する技術としては携帯電話の GPS を利用す

る。そして Putto ではユーザーの携帯電話で取られた

携帯電話でメモにアクセスする
　　　　　　･･･「筆記用具」

現実の世界における
　場所に置かれた情報･･･「メモ」

ユビキタス社会を構築する技術(Auto-ID,GPSなど)

場所に置かれたメモを見る･･･「コミュニケーション」

＜Puttoのコンセプト図＞



メモは画像に直接位置情報を埋め込むことが出来る

Exif 形式[1]を用い、さらにそれぞれのメタデータやユ

ーザーのコメントを付与したデータとして扱われる。ま

た、これは場所ごとのメモ情報を司るサーバスペース

である「エッジサーバ」という Web 上のスペースを設計

した。場所ごとのメモはこのエッジサーバに保存され、

リクエストに応じてユーザーの携帯アプリケーションに

送られる。モノにメタデータを付与することが出来る

RFID については上で述べたとおりだが、石崎[2]など

に詳しい。 

 

・デモ 

Putto 開 発 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン と し て

(C)Macromedia Flash を利用し、コンピュータ上の仮

想的な街でメモを置き、ユーザー同士のコミュニケー

ションを行うプログラムを開発した。以下はそのスクリ

ーンショットである。 

 

 

 

 

 

メモを地図のメタファーを用いて「場所」に置くこと

のシミュレーションを行った。地図上に情報を可視化

し、ユーザーのより直接的なアクセスを可能にした。こ

れにより「場所に情報を置く」ことの有意性の検証を行

った。今後の課題としては、大量のメモを如何にして

処処理、可視化していくかということが挙げられる。メ

モを媒介としたユーザー同士のコミュニケーションを

考えるときに、メモに対するメモ、といったように情報

に対する深さをどのように表現していくかということも

重要である。 

 

・今後の展望 

Putto は Auto-ID を始めとしたこれから急速に普及

していくであろう、ユビキタス社会におけるいくつかの

重要な技術と深い関連を持った研究であり、相互的

な発展を目指していくわけであるが、 

今後はよりユーザーが「場所に情報をおく」という経験

そのものに対して、実証研究を行いながらよりスマート

な人間の活動の拡張について研究を行っていく。 
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